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坂町より子供達に１冊ずつ上條トンネルを造られた畝為吉さん

の生涯が描かれた漫画をいただきました。 

４年生の社会科では地域の発展に尽くした先人の働きについて

学習します。今回は、いただいた漫画を教材として扱い、畝為吉さ

んの業績やトンネル造りには多くの人の願いが込められていたこ

と、トンネルが地域の人々の生活向上や地域の発展に大きな役割を

果たしていることを学びました。 

また、道徳科の学習では、幼いころに描いた「トンネルを造る」

という夢に向かってあきらめず努力を続けた畝為吉さんの姿から

「くじけない心」について学習しました。この学習から、子供達は

くじけそうになったとき、周りの人の励ましや「きっとできる」と

自分自身を信じる心やこうありたいという姿を持ち続けることが、

自分の支えになることを学びました。 

畝為吉さんを社会科、道徳科の授業に 

小屋浦の祭りを音楽科の授業に 
３年生の音楽科では、「ちいきにつたわる音楽でつながろう」と

いう学習の中で、日本各地に伝わるいろいろな祭囃子を聴いたり、

自分達でお囃子をつくったりする内容があります。 

小屋浦小学校では、小屋浦の秋祭りを学習に取り入れています。

初めに小屋浦の秋祭りの動画を観たり、丁載の太鼓のリズムを実際

に和太鼓でたたいたりしました。そして、小屋浦の秋祭りの太鼓の

リズムに自分達が作った祭囃子を合わせて演奏することを目標に

して学習を進めています。子供達は、小屋浦の秋祭りが大好きです。

動画を観たり、丁載の太鼓の音を聴いたりすると、とてもわくわく

するようで、オリジナル祭囃子づくりに意欲的に取り組んでいま

す。どんな祭囃子ができるのかとても楽しみです。 

坂町や小屋浦地区には素晴らしい文化が継承されています。これ

らを教材として取り入れ学ぶことで、子供達にふるさとを愛する心

がさらに育まれることを願っています。 



 
 

１０月７日（月）に、５年生の図画工作科で電動糸のこぎりを使って、木製パズルを作製する学習

を行いました。この学習に、下川さん、西谷さん、益田さんが、電動糸のこぎりのサポートに来てく

ださいました。最初は恐る恐る電動のこぎりを使っていた子供達ですが、地域の方に丁寧にサポート

していただいたおかげで、けがなく、自分が描いていた線を上手に切ることができ、作品を作ること

ができました。 

１０月８日（火）に、４年生が総合的な学習の時間に水尻さんをゲストティーチャーとしてお招き

し、防災学習を行いました。水尻さんから、西日本豪雨災害の際の体験談や避難時に必要な備えについ

てお話していただきました。水尻さんはご自分の経験をもとに、「避難直後の３日間を乗り切るための

備えが大切なんだよ。その中でも、飲み水を確保することと、トイレの準備が大切だよ。その次に、食

べ物を加熱するためのカセットコンロがあるといいね。」と、ご自分が備えていらっしゃる物を子供達

に見せながら、お話してくださいました。そして最後に、「大きくなったときに家族を守れるようにな

ってください。」「おじいちゃん、おばあちゃんが避難をためらっているときには、『ぼく、私も避難す

るから一緒に避難しよう。』と言って一緒に避難してください。みんながそんなふうに言えば、避難を

ためらっているお年寄りもきっと避難しようと思ってくれるよ。」と話してくださいました。 

子供達は、一人でも多くの人が大切な命を守ることができるよう、自分達の学びを伝えていこうとい

う思いを強くしていました。 

５年図画工作科 糸のこぎりサポート 

４年総合的な学習の時間 防災学習 

【授業後の児童の感想】 

・わたしは、「あのときこうすれば…」をなくすために、どうやれば、みんなの命がすくえるのか、

どうすればみんなの笑顔がふやせるかを考えていきたいです。 

・多くの人にこの出来事をつたえるためにはどうしたらいいのか考えていきたいです。小屋浦以外、

県外の人にも伝えていきたいです。 



質 問 事 項 
今年度 

９月（％） 
昨年度 

1 月（％） 
前年比 
（％） 

１ お子様は、学校の授業が分かると言っている。 91 － － 

２ 
お子様は、家庭や地域であいさつや「ありがとう」の言葉を

進んで言っている。 
94 92 ＋２ 

３ お子様は、「早寝・早起き・朝ごはん」ができている。 94 － － 

４ 学校は、家庭や地域と連携し、教育活動に取り組んでいる。 98 100 －２ 

５ 
学校は、校長・学校・学級だよりやホームページ等で学校の

様子をわかりやすく伝えている。 
98 97 ＋１ 

６ 
学校の教育活動に満足している。 

97 － － 

～ １１月の相談日のお知らせ ～ 

ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー） 

明木
め い き

 美子
よ し こ

 先生 相談日 

１１月６日（水）・１３日（水）・２０日（水）・２７日（水）【８：30～12：30】 

お話を聞いていただくだけでも、子育てのヒントになることがあります。 

どうぞお気軽にご相談ください。       

事前にご予約ください。 窓口：教頭（小屋浦小：☎886-8001） 

※ S C（スクールカウンセラー）三宅先生の相談日は、「ほけんだより」をご覧ください。 

 

 

第１回学校評価保護者アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 

今回のアンケートでは、全ての質問事項において 90％以上の肯定的評価をいただきました。６項

目のうち最も肯定的評価が低かった質問事項が「お子様は、学校の授業が分かると言っている。」で

した。これからも、「わかる・できる授業」をめざして、授業改善を行うとともに子供達一人一人の

学習の定着度を把握し、個に応じた指導を行っていきます。また、「学校は、家庭や地域と連携し、

教育に取り組んでいる。」の事項では昨年度１月比で肯定的評価が減少しています。引き続き、保護

者・地域の皆さんとの連携を密にして、児童の成長を見守っていきます。今後とも本校教育へのご理

解とご協力をよろしくお願いします。 

 

第１６回 MOA 美術館安芸郡児童作品 

 

 

 

 

 

 

 

入賞、おめでとうございます 

【書写の部】 

・坂町教育長賞  １年 丸目 勧太 

・金賞      ６年 宮﨑 新 

・銅賞      ４年 廣藤 諒 

４年 矢野 楓奈 

【絵画の部】 

・金賞   ２年 出本 優 

・銀賞   ２年 大﨑 愛依 

・銅賞   ６年 前西 陽菜 

※質問１、３，４は今年度新たに設定した質問項目のため、昨年度の結果をお示していません 


